
県内の中学校で進路を考えるシンポジウムに参加

「埼玉県三芳町演奏会」を支援

と
し
て
勤
務
す
る
中
で
の
や
り
が
い
に
つ
い
て
経
験
談
を
交
え
な
が
ら
話
し
た
。

こ
と
を
目
的
と
す
る
も
の
で
、
様
々
な
分
野
で
働
く
十
九
名
が
講
師
と
し
て
職

し
た
。
こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、
外
部
の
講
師
の
体
験
談
を
聞
く
こ
と
で
生
徒

を
将
来
の
職
業
の
選
択
肢
の
ひ
と
つ
と
し
て
理
解
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
今
後

の
動
向
に
つ
い
て
の
質
問
が
多
く
あ
り
、
そ
の
関
心
の
高
さ
が
伺
え
た
。

埼
玉
地
本
か
ら
は
広
報
室
長
の
二
瓶
立
行
一
等
海
尉
が
「
防
衛
省
自
衛
隊
と

ど
の
話
し
に
聞
き
入
っ
て
い
た
。

は
」
を
テ
ー
マ
に
、
職
業
と
し
て
の
自
衛
隊
の
任
務
や
職
種
、
そ
し
て
自
衛
官

の
仕
事
へ
の
興
味
関
心
を
広
げ
る
と
と
も
に
、
勤
労
観
や
職
業
観
を
育
成
す
る

で
行
わ
れ
た
職
業
紹
介
特
別
授
業
「
進
路
を
考
え
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
に
参
加

自
衛
隊
埼
玉
地
方
協
力
本
部
は
様
々
な
機
会
を
通
し
て
、
防
衛
省
・
自
衛
隊

ま
た
、
聴
講
し
て
い
た
父
兄
か
ら
は
、
現
在
の
流
動
的
な
国
際
情
勢
と
今
後

も
努
力
し
て
い
く
。

業
紹
介
を
実
施
し
た
。

生
徒
達
は
う
な
ず
き
な
が
ら
今
ま
で
知
ら
な
か
っ
た
自
衛
官
の
仕
事
の
魅
力
な

自
衛
隊
埼
玉
地
方
協
力
本
部
は
六
月
十
六
日
（
土
）、
上
尾
市
立
上
尾
中
学
校

自
衛
隊
埼
玉
地
方
協
力
本
部
は
、
平
成
三
十
年
六
月
二
十
三
日
（
土
）
陸
上

ン
タ
メ
歌
謡
史
」
で
は
先
任
上
級
曹
長
が
昭
和
の
有
名
な
エ
ン
タ
ー
テ
イ
ナ
ー

か
わ
ら
ず
満
席
の
来
場
者
を
迎
え
て
の
コ
ン
サ
ー
ト
と
な
っ
た
。

三
芳
町
で
初
め
て
行
わ
れ
る
自
衛
隊
の
演
奏
会
と
い
う
こ
と
で
、
公
募
抽
選

あ
い
写
真
撮
影
に
応
じ
る
な
ど
コ
ン
サ
ー
ト
を
大
い
に
盛
り
上
げ
た
。

演
奏
会
に
は
埼
玉
地
本
の
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
サ
イ
ポ
ン
り
く
」

隊
へ
の
理
解
促
進
に
尽
力
し
て
い
く
。

な
讃
美
歌
「
ア
メ
イ
ジ
ン
グ
・
グ
レ
イ
ス
」、
デ
ィ
ズ
ニ
ー
「
ラ
イ
オ
ン
・
キ
ン

約
二
時
間
の
演
奏
が
ア
ッ
と
い
う
間
に
過
ぎ
、
コ
ン
サ
ー
ト
後
に
は
「
素
晴

グ
・
メ
ド
レ
ー
」
な
ど
幅
広
い
ジ
ャ
ン
ル
の
楽
曲
が
続
い
た
。
ま
た
、「
昭
和
エ

を
し
た
と
こ
ろ
予
定
数
を
大
幅
に
超
え
る
応
募
が
あ
り
、
当
日
は
雨
天
に
も
か

自
衛
隊
第
一
音
楽
隊
が
行
っ
た
「
三
芳
町
演
奏
会
」
を
支
援
し
た
。

も
参
加
し
、
開
演
ま
で
の
待
ち
時
間
や
演
奏
間
の
休
憩
時
に
、
子
供
達
と
ふ
れ

ら
し
い
演
奏
で
涙
が
出
ま
し
た
。」
な
ど
の
賞
賛
の
声
が
た
く
さ
ん
寄
せ
ら
れ
た
。

埼
玉
地
本
は
、
今
後
も
埼
玉
県
内
の
イ
ベ
ン
ト
を
積
極
的
に
支
援
し
、
自
衛

演
奏
会
は
テ
ン
ポ
の
良
い
行
進
曲
「
雷
神
」
か
ら
始
ま
り
、
２
部
で
は
有
名

に
扮
す
る
場
面
も
あ
り
、
圧
巻
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
で
聴
衆
を
沸
か
せ
た
。


